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　みなさん、こんにちは。ぼくは、全粒粉の食パン。近

くの農家で栽培された小麦から生まれた、メルシー開店

当初からのメンバーだ。全粒粉というのは、お米でいえ

ば玄米みたいなもので、小麦のふすま（皮）や胚芽も全

リーンオリーブの塩漬けがたっぷり入った「オリーブ」、

地元産の季節の野菜が入った「フォカッチャ」、ずっし

りと餡の入ったあんパンなど、20 種類ほどのパンが並

ぶ。かつて奥さんはパン学校の先生から、「きみのつく

るパンは腕白だから、ひと目でわかる」と言われたこと

がある。それくらい、ぼくらは元気にあふれた仲間なの

Ｒ４３１物語
今回の主人公：パン

（ホームメイド　メルシー　松江市西浜佐陀町）
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くりたいパンをつくればいいじゃないか」というご主人

のひとことだった。それから肩の力がすっと抜けて、奥

さんは自信をもってパンづくりに専念できるようになっ

たそうだ。

　ある日、こんなことがあった。閉店まぎわにひとりの

女性が駆け込んできて、残りの１本のオリーブを見つけ

るや否や、「１本あった」と言ってそのオリーブを抱き

しめたのだ。ぼくはそれを見て、オリーブのことがちょっ

と羨ましくなった。それにしても、そんなにもぼくら

のことを楽しみにしてくれている人たちがいるなんて、

まったくパン冥利に尽きる。

　これからさき、たぶんぼくらの仲間がそんなに増える

パンを売っているお店というよりは、パンたちが暮らし

ている家みたいな感じである。お店に入って来たお客さ

んは、僕たちを眺めて、なんともいい表情をする。会い

たかった人にやっと会えたって感じだ。ぼくも「やあ、

いらっしゃい」と心の中で声をかける。

　2007 年にご夫婦で始められたこのお店には、定番の

食パンやフランスパンをはじめ、フランスパン生地にグ

だ。

　でも、開店当初

の一時期、奥さん

は、どんなパンを

つくったらいいか

悩んだことがあっ

た。このとき奥さ

んを救ってくれた

のが、「自分のつ

部含まれているから、味

も栄養もバッチリなの

だ。

　松江方面から R431 を

行くと、イングリッシュ

ガーデンの手前にローソ

ンがある。その脇道を左

に入ると宍道湖が眼前に

広がる。宍道湖に突き当

たって左に折れると、す

ぐそこがぼくの居場所メ

ルシーだ。メルシーに

初めて来た人は、「こん

なところにパン屋さん

が！」と、大概びっくり

する。お店の雰囲気も、

雲南市大東町山王寺

ことはないと思う。でも、いまいる 20 種

類の仲間一人ひとり、おいしさにさらに磨

きをかけていくつもりだ。さあ、きょうも、

ぼくらは奥さんの愛情いっぱいの手にこね

られる。宍道湖の波の音をききながら、こ

ねこねされる気分ときたら最高だ。ここで

生まれてよかったなあって思う。そして、

ぼくは心の底からこう言いたくなる。メル

シー！って。
（いわた・えいさく／総合文化学科教員＊日本近

代文学）


